
令和1年度 第16回定期総会
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日 時 :令和 1年 6月 8日 (土)9時 15分～

場 所 :青葉台まちづくリセンター 多目的室
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NPO法人_富士市のごみを考える会



令和 1年度 N PO法人富士市のごみを考 る会 総会次第

同時 令和 1年 6月 8日 (土)9時 15分より

会場  青葉台まちづくリセンター 多目的室

1.開会

2.理事長挨拶

3.議長選出

4.書記・議事録署名人選任

5。 議事

1).第 1号議案  平成 30年度事業報告について

2).第 2号議案  平成 30年度決算報告及び監査報告について

3).第 3号議案  令和 1年度役員 (案)について

4).第 4号議案  令和 1年度事業計画 (案)について

5).第 5号議案  令和 1年度活動予算書(案)について

6。 議長解任 0閉会

********************** 休  房」、 **************************

もったいない音楽会  “みんなで歌おう懐かしの唄"
時間:10時 00分～11時40分  場所 :青葉台まちづくリセンター多目的室

0ア コー デ ィオ ン :後 藤 たかね
0ピ   ア  ノ :ケルン 多恵子
● ソ ン グ リー ダー :川 島 美恵子

第1部

第2部

第3部

第4部

:みんなで歌うなつかしのメロディー

:富士市の水を美しく!水の浄化
:みんなで歌えば 心もはずむ

:新環境クリーンセンター つてどんな施設

思いっきらl歌って 楽しい時を過ごしきじょう F

歩 建珀
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第 1号議案

特定非営利活動法人 富士市のごみを考える会 平成 30年度事業報告書

(平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 )

活動総括

平成 30年度は、公害の歴史を知る視点から「四日市公害と環境未来館」を視察し、水の浄化の視点でマ

イクロプラスチックの海洋汚染について小川理事長の講演を行いました。また環境に優しい「キットパス」を使

っての“東京パラリンピック手形モニュメントプロジェクト"に協力し、青葉台地区文化祭と環境フェアで沢山の

手形を集めました。例年通り児童クラブや小学校で冨士市環境アドバイザーとして授業を行いました。

事業報告

1.ごみの排出抑制・適正処理に関する先進団体の見学、及び、研究・学習
<先進地域への見学・学習会、他団体との交流>

2.ごみの排出抑制・適正処理に関する普及啓発活動

<環境教育、その他の普及啓発活動>

日時 活動内容
参加者数

備考
△ 昌
ム 只 全体

11.24

「四日市公害と環境未来館」バス研修

(二重県四日市市) 11 29

一般市民に呼びかけ

ての研修。四日市公害

について学びました。

日時 活動内容
参加者数

備考
会員 全体

I‐130

6・ 16

もったいない音楽会開催

(音楽と小川理事長によるマイクロプラスチックの海洋

汚染の講話と新環境クリーンセンターの現在の状況)

11名 60名

歌声バンドで楽しみな

がら今一番の環境間

題、マイクロプラスチッ

クについて理事長によ

るお話と新環境クリー

ンセンターの今の状

況。

6・ 23 富士山ごみ減量大作戦参加 2名 60名 富士山こどもの国周辺

804 青葉台夏祭りにて、リユース食器活用のお手伝い 2名 1000名

そばどんぶり

ラーメンどんぶり

かき氷カップ等

7・ 30
伝法児童クラブにて分別したごみの行方とその他の紙

の分別ゲーム(富士市環境アドバイザー事業)
5名 20名

夏休み中の3年生対

象

9・ 26

岩松小学校4年生の環境授業を行う。分別したごみの

行方と生ごみ資源化体験。(富士市環境アドバイザー

事業・

6名 93名

だっくすくん太君とEM
ばかしを使って生ごみ

減量を体験

11・ 11

青葉台地区文化祭にて初の試み、キットノヾスを使い、

手形を集める。牛乳パックの「ジャンプヘび」工作

家庭での食品ロスについてアンケート調査
9名 400名

手形はパラリンピックの

モニュメント予定。「SA
SAERU」 グループに

協力

12・ 1
市主催、環境フェアにてキットパスを使い、

る

手形を集め
10名 11000名



H31
1.26

「水の浄化とマイクロプラスチック」講演会

場所 :富士市交流プラザ

講師 :常葉大学環境学部教授 小川 浩氏

10名 40名

女と男のフォーラム共

催。

地球環境の今一番の

問題に関心を集めた

3.ごみの排出抑制・適正処理に関する実践活動

<リユース食器活用事業、ごみの分別指導>

<審議会、プロジェクト等への参加>

<その他の実践活動>

<会として他団体への参加>

環境省、静岡県、富士市、浄化槽フォーラム、ふじさんネットヮーク、きらり交流会議、富
士市 NPO協議会

静岡県地球温暖化防止活動推進センター、富士市地球温暖化防止活動地域協議会

日時 活動内容
貸出

食器数

参加者数
備考 (貸出食器 No)

△ 昌
バ 只 全体

5・ 19 デラートまつりにリユース食器貸し出し 200個 1名 200名 7

10・ 6 ひめなフェスタにリユース食器貸し出し 100個 1名 200名 7

△ 曇準

=:口
l

300個 2名 400名

日時 活動内容
参加者数

備考
△ 昌
バ ス 全体

年 2回 廃棄物減量化等推進審議会 (第 8期 ) 1名 30名 石倉 康子

年 2回 NPO協議会定例会出席 1名 15名 熊谷 良子

毎月 きらり交流会議 運営委員会 1名 20名 小野 由美子

ふじさんネットワーク理事会 1名 20名 小野 由美子

富士市地球温暖化防止活動地域協議会 1名 植田 朗子

口時 活動内容
参加者数

備考
会員 全体

6016 NPO法人富士市のごみを考える会総会 11名 60名

ヽ
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第2号議案

平成30年度活動計算書
平成30年4月 1日から平成31年 3月 31日

(単位  円)
科 目 予算額 決算額 増減額 備 考

I 収入の部

45,000 34,000 -11,000 @2,000X17

40,000 179,300 139,300
環境教育、四日市市公害と環境未来館見

学

50,000 269,900 219,900 一般社団法人 全国津化情団体連合会、富士市

1,000 25,636 24,636 個人寄付他

1,000 0 -1,000

137,000 508,886 371,836

244,026 244,026 0

381,026 752,862 371,836

Ⅱ 支出の部
1.事業費

⌒ 排出抑制、適正処理に関するV研
究と学習

10,000 29,030 19,030

②先進団体等見学 10,000 251,600 241,600

③活動普及啓発 10,000 49,477 39,477
浄化槽講座、環境フェア、
環境学習講座等

④ 実践活動 10,000 16,036 6,036

<事業費合計> 40,000 346,143 306,143

2.管理費

①会議費 10,000 17,312 7,312

②旅費交通費 2,000 0 -2,000

③通信費 10,000 1,240 -8,760 会報送料 他

④器具備品費 10,000 0 -10,000

⑤消耗品費 20,000 726 -19,274 浄化槽講座用消耗品等

⑥印刷費 15,000 0 -15,000 会報印刷代等

⑦支払手数料 1,000 0 -1,000

③交際費 1,000 3,000 2,000

⑨ 図書費 1,000 0 -1,000

⑩事務費 10,000 0 -10,000

①公租公課 1,000 0 -1,000

⑫雑費 5,000 1,000 -4,000 他団体加八年会費等

⑬人件費 20,000 20,000 0

<管理費合計> 106,000 43,278 -62,722

3.予備費 10,000 0 -10,000

当年度支出合計 (C) 156,000 389,421 233,421

当年度収支差額 (A)― (C) -19,000 119,415 138,415

次年度繰越収支差額 (3)― (C) 225,026 363,441 138,415

支出合計 381,026 752,862 371,836

会計手当のみ

(、
ど



特定非営利活動法人 富士市のごみを考える会
平成30年度財産目録

平成31年 3月 31日 現在

科   目 金   額
I 資産の部

0

362,441

1,000

363,441

0

資産合計 363,441

Ⅱ 負債の部

0 0

0 0

負債合計 0

Ⅲ 正味財産の部
363,441

負債および正味財産合計 363,441

1 流動負債の部
流動負債合計

2 固定負債
固定負債合計

正味財産

∫



特定非営利活動法人 富士市のごみを考える会
平成30年度貸借対照表

科   目

現金    手元有高
普通預金

静岡銀行広見支店 NO:0400007
富士官信用金庫本店 NO:1140904

流動資産合計

の

1

0
4

362,441
1,000

0

資産合計 363,441

0 0流動負債合計

固定負債合計

の

1 の

2
0 0

0負債合計

363.441正

負債および正味財産合計 363,441

ノ

の



平成 30年度活動決算書を報告いたします。

平成 31年 3月 31日
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会計

会計監査報告

平成 30年度NPO法 人富士市のごみを考える会の活動計算書並びに関係帳簿

類を監査したところ、正確に記帳されており、領収書等も適正に処理されて居

る事を報告します。

令和 1年 5月 14日
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第 3号議案

令和1年度役員 (案)

役員任期は、定款 16条により、2年とする。役員報酬は、今年度は全員なしとする。

(敬称略 )

氏  名 住所または居所

理事長 小川  浩 富士市横割 3-2-5-203

事務長 小野 由美子 富士市大渕 27番地の 6

会 計 石倉 康子 富士市大淵 100番地の 23

理 事 平田 淳子 富士市大淵 95番地の 76

理 事 石川 多津子 富士市一色 178番地の 6

理 事 佐野 勝美 富士市川成新町 95

理 事 時田 祐佐 富士市中丸 794

理 事 小野 房雄 富士市大淵 27番地の 6

理 事 熊谷 良子 富士市大淵 99番地の 27

監 事 大石 光男 富士市本市場 442‐9

監 事 梅原 万奈 富士市今泉 3865-1

・一́
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第 4号議案

令和 1年度皇菫計画盤金
(平成 31年 4月 1日～令和2年 3月 31日 )

I.活動方針

D講演会・勉強会等を通して、富士市の環境をさらに良くしていくための取組みを、市と協力して
行っていく。

2〕 3R活動 0ごみ減量・食品ロス削減の方法、水質保全、地下水を守る生活の普及を進める。
3)富士市新環境クリーンセンターに併設される環境学習施設を良いものにする為、関わって行く。

4〕 若い世代を育てるために、環境アドバイザーとして環境教育を進める。

Ⅱ.活動内容

<他団体との協力>
環境省、静岡県、富士市、浄化槽フォーラム、ふじさんネットワーク、きらり交流会議

富士市 NPO協議会、静岡県地球温暖化防止活動推進センター
富士市環境アドバイザー、富士市地球温暖化防止活動地域協議会

1)環境教育実施施設「リサイクルプラザ」の研究と学習 実施時に参加

2)ごみの排出抑制・適正処理に関する先進団体の見学、学習
① 先進地域への見学・学習会、他団体との交流 適時実施

3)ごみの排出抑制・適正処理に関する普及啓発活動

① ごみ減量化、リサイクル促進等の講演会開催 適時実施

② 学校環境教育事業、地域環境教育事業への協力

「ごみ減量・適正分別講座」(地域0小学校)

市民のごみ減量・適正排出への意識高揚のための説明会支援

依頼時実施

③ ごみの会通信(会報)発行 年 2回

④ 外部団体主催の事業への参画・協力 依頼時実施

4}ごみの排出抑制・適正処理に関する実践活動

① 各種審議会への参画 随 時

② リユース食器の貸出(洗浄・煮沸を行ってもらえるところに限り) 適時実施

③ 生ごみ資源化協力 適時実施

<会として他団体への参画>
① 富士市男女共同参画 きらり交流会議運営委員会 小野 由美子

② 富士市地球温暖化防止活動地域協議会 植田 朗子

③ 廃棄物減量化等推進審議会 熊谷 良子

④ 環境省 浄化槽フォーラム理事会 小川 浩

⑤ ふじさんネットワーク理事会 小野 由美子

０
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第5号議案

令和1年度活動予算書 (案)
平成31日年4月 1日から令和2年3月 31日

(単位  円)
科 目 前年度予算額 前年度決算額 今年度予算額 備 考

I 収入の部
45,000 34,000 34,000 2,000× 17

40,000 179,300 40,000 環境教育等

ｎ
Ｖ
Ｆ
Э

ｎ
Ｕ
ｎ
ｖ
ｎ
ｖ 269,900 0

1,000 25,636 1,000 募金、個人寄付 等

1,000 0 0

137,000 508,836 75,000

244,026 244,026 363,441

381,026 752,862 438,441

Ⅱ 支出の部

1.事業費

① 排出抑制、適正処理に関する

環境教育実施施設の研究と学習
10,000 勉強会、講師料等

10,000 29,030

② 先進団体等見学 10,000 251,600 10,000 視察、見学等

③ 活動普及啓発 10,000 49,477 10,000 環境学習講座、授業等

④ 実践活動 10,000 16,036 10,000

<事業費合計> 40,000 346,143 40,000

2.管理費
①会議費 10,000 17,312 10,000 総会

②旅費交通費 2,000 0

③通信費 10,000 1,240 10,000 会報送料 他

④器具備品費 10,000 0 10,000

⑤ 消耗品費 20,000 726 20,000

⑥印刷費 15,000 0 15,000 会報、講座チラシ印層」

⑦支払手数料 1,000 0 1,000 銀行振り込み手数料、他

③交際費 1,000 3,000 1,000

⑨ 図書費 1,000 0 1,000

⑩事務費 10,000 0 10,000 文房具、用紙代、他

⑪公租公課 1,000 0 1,000 印紙代

⑫雑費 5,000 1 ,000 1,000 他団体年会費等

⑬人件費 20,000 20,000 20,000

<管理費合計> 106,000 43,278 102,000

3.予備費 10,000 0 10,000

当年度支出合計 (C) 156,000 389,421_ 152,000

当年度収支差額 (A)一 (C) -19,000 119,415 -77,000

次年度繰越収支差額 (B)― (C) 225,026 363,441 286,441

支出合計 381,026 752,862 438,441

会計手当のみ

/r
各科日間の流用を認める

1.会費収入
2.事業収入
3.補助金・助成金収入
4.寄付金収入
5.

当年度収入合計 (A)

前年度繰越収支差額

収入合計 (B)

2,000


